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五
百
旗
頭
氏
は
「
日
本
が

国
際
社
会
を
歩
む
上
で
最
も

関
係
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
国
は
米
国
と
中

国
。
そ
の
ど
ち
ら
が
欠
け
て

も
い
け
な
い
」と
前
置
き
し
、

日
中
関
係
の
歴
史
を
た
ど

り
、
問
題
点
を
探
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
を
め
ぐ

る
日
本
と
ア
ジ
ア
と
の
関
係

に
つ
い
て
言
及
。
１
９
７
７

年
の
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」

以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と

は
和
解
し
、
９８
年
の
金
大
中

大
統
領
の
来
日
で
韓
国
と
の

関
係
も
劇
的
に

改
善
し
た
。
し

か
し
対
中
関
係
改
善
は
進
ま

な
か
っ
た
。

歴
史
認
識
に
つ
い
て
日
本

し
つ
よ
う

を
執
拗
に
批
判
し
て
き
た
当

時
の
江
沢
民
国
家
主
席
、「
靖

国
参
拝
」
に
よ
り
中
国
側
の

態
度
を
硬
化
さ
せ
た
小
泉
純

一
郎
首
相
。
こ
の
時
代
に
日

中
関
係
は
冷
え
切
っ
た
。

胡
耀
邦
時
代
、
「
日
中
青

年
友
好
交
流
」を
経
験
し
、対

日
関
係
改
善
の
機
会
を
求
め

て
い
た
現
在
の
胡
錦
濤
国
家

主
席
、
北
京
五
輪
開
催
に
あ

た
っ
て
同
主
席
に
激
励
の
親

書
を
送
っ
た
前
任
の
福
田
康

夫
首
相
で
よ
う
や
く
改
善
。

か
つ
て
日
本
の
国
連
常
任
理

事
国
入
り
に
反
対
し
た
中
国

が
「
日
本
の
国
連
で
の
大
き

な
役
割
を
支
持
す
る
」
と
約

束
し
た
。

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要

国
首
脳
会
議
）
で
は
、
胡
錦

濤
主
席
が
地
球
温
暖
化
問
題

に
関
し
て
福
田
議
長
に
協

力
。
ま
た
、
東
シ
ナ
海
の
ガ

ス
田
問
題
で
は
政
府
間
合
意

に
こ
ぎ
つ
け
る
画
期
的
な
前

進
が
あ
っ
た
。
麻
生
太
郎
首

相
が
、
こ
の
関
係
を
維
持
で

き
る
か
が
重
要
だ
。

い
ま
の
世
界
的
な
経
済
不

況
は
、
輸
出
立
国
と
し
て
３０

年
間
、
高
度
成
長
を
遂
げ
た

中
国
に
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

大
き
な
試
練
を
与
え
る
だ
ろ

う
。
経
済
不
況
と
い
う
苦
境

の
中
で
人
間
は
判
断
や
認
識

を
誤
り
、
愚
行
に
ジ
ャ
ン
プ

す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
開

戦
も
そ
ん
な
状
況
だ
っ
た
。

１
９
３
０
年
代
の
世
界
大

恐
慌
で
、
世
界
が
�
手
足
�

を
と
ら
れ
て
い
る
す
き
に
、

日
本
は
武
力
に

よ
り
満
州
事
変

ぼ
っ
ぱ
つ

を
勃
発
さ
せ
、

日
中
戦
争
に
つ

な
が
っ
た
。
胡
錦
濤
政
権
の

あ
と
、
も
し
乱
暴
な
指
導
者

が
出
現
す
る
と
２１
世
紀
の
世

界
は
大
変
な
様
相
と
な
る
。

日
・
米
・
中
で
ま
っ
と
う

な
認
識
を
持
ち
、
関
係
を
し

っ
か
り
維
持
す
る
こ
と
が
我

々
の
時
代
の
責
務
で
あ
る
。

日
本
経
済
の
争
点
・
論
点
を
挙
げ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
展
開
す
る
大
学
院
経
済
学
研
究
科
「
政
策
科
学

専
修
」
の
第
９
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
１０
月
３０
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

今
シ
ン
ポ
の
焦
点
は
中
国
。
「
岐
路
に
立
つ
中
国


日
本
は
ど
う
向
き
合
う
か
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。
鄧

小
平
の
「
共
産
党
支
配
に
よ
る
改
革
・
開
放
政
策
」
開

始
か
ら
３０
年
。
大
国
と
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
成
長
を

遂
げ
国
際
社
会
へ
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
中

国
は
、
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
や
問
題
を
抱
え
て
い

る
。基

調
報
告
は
、防
衛
大
学
校
長
の
五
百
旗
頭
真
氏（
政

治
史
、
外
交
史
）
。
日
中
関
係
史
を
概
括
、
良
好
な
関

係
を
保
つ
必
要
性
を
強
調
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
つ
な
い
だ
。
会
場
を
埋
め
た
１
４
０
人
の
聴
衆

は
熱
い
論
議
に
聴
き
入
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
ア
ジ
ア
経
済
、
開
発

経
済
学
が
専
門
の
大
橋
英
夫

教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に

よ
り
進
め
ら
れ
た
。

「
北
京
五
輪
を
終
え
た
中

国
の
政
治
、経
済
、安
全
保
障

な
ど
す
べ
て
を
考
え
た
い
」

と
次
の
４
点
を
提
起
、
４
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
答
え
た
。

①
中
国
の
台
頭
の
国
際
的

イ
ン
パ
ク
ト
。環
境
、資
源
、

気
候
変
動
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ

ル
問
題
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ

す
か
②
中
国
の
統
治
能
力
、

政
治
改
革
と
民
主
化
へ
の
展

望
③
経
済
成
長
の
持
続
性
④

軍
事
費
が
世
界
３
位
と
な
る

中
国
の
安
全
保
障
。

小
島
氏
は
「
中
国
は
阿
片

戦
争
以
降
の
『
失
わ
れ
た
１

世
紀
半
』
を
経
て
大
国
と
し

て
再
度
の
台
頭
を
遂
げ
、
世

界
秩
序
の
形
成
、
維
持
に
不

可
欠
な
存
在
と
し
て
躍
り
出

た
。
そ
の
方
向
性
は
単
な
る

台
頭
で
は
な
く
、
平
和
的
発

展
で
あ
る
。
一
方
で
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
摩
擦
を

も
た
ら
し
て
い
る
の
も
事

実
」
と
し
、
中
国
の
進
出
で

変
化
す
る
世
界
経
済
レ
ジ
ー

ム
そ
の
も
の
の
立
て
直
し
の

必
要
性
を
説
い
た
。

天
児
教
授
（
中
国
政
治
）

は
「
中
国
は
肥
大
化
し
て
い

る
が
光
と
影
が
あ
り
、
外
に

は
見
え
な
い
『
問
題
』
も
肥

大
化
し
て
お
り
、
手
当
て
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
『
人
治
か
ら
法
治
へ
』

が
カ
ギ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
古
い
統
治
の
あ
り
方
を

改
め
、
近
代
的
な
も
の
に
変

え
る
そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
政

治
や
制
度
民
主
化
の
確
立
で

あ
る
。
民
主
化
に
は
透
明
性

が
必
要
で
あ
り
、
中
国
は
尊

敬
さ
れ
る
責
任
あ
る
大
国
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
語
っ
た
。

関
氏
は
、
中
国
経
済
の
現

状
と
課
題
を
述
べ
、「
中
国
は

社
会
主
義
の
上
級
段
階
に
向

か
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

原
始
資
本
主
義
か
ら
成
熟
し

た
資
本
主
義
に
向
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、

『
人
治
か
ら
法
治
へ
』
『
一

党
独
裁
か
ら
民
主
主
義
へ
』

『
公
有
制
か
ら
私
有
制
へ
』

『
効
率
一
辺
倒
か
ら
公
平
重

視
へ
』。胡
錦
濤

・
温
家
宝
政
権

の
政
策
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
に

応
え
る
要
素
を

持
つ
」
と
現
政

権
に
期
待
を
に
じ
ま
せ
た
。

地
域
安
全
保
障
が
専
門
の

佐
島
教
授
は
「
軍
事
力
の
透

明
性
が
中
国
に
と
っ
て
重

要
」
と
語
り
、
そ
れ
が
な
ぜ

か
を
立
証
し
た
。
現
状
で
は

「
中
国
の
軍
事
力
は
脅
威
で

あ
り
、
抑
止
で
き
な
い
存
在

で
あ
る
」
と
し
、�
脅
威
�

と
共
存
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
「
共
通
安
全
保
障
と
協
調

的
安
全
保
障
が
ポ
イ
ン
ト
」

と
語
っ
た
。
ま
た
「
中
国
の

安
定
的
な
経
済
成
長
、
世
界

と
の
共
存
に
は
、
軍
事
的
な

緊
張
緩
和
、
そ
し
て
中
国
国

内
で
武
力
に
よ
る
人
権
弾
圧

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
不
可

欠
だ
。
そ
れ
を
国
際
社
会
が

強
く
求
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
訴
え
た
。

日
中
関
係
に
つ
い
て
、
小

島
氏
は
「
日
中
が
対
立
す
る

よ
う
で
は
、
ア
ジ
ア
の
未
来

は
な
い
。
環
境
問
題
な
ど
で

の
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
あ
る
」
。
ま
た
天
児
教

授
は
「
双
方
が
自
国
の
持
ち

味
を
�
発
信
�
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
モ
ノ
の
考
え

方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
重

視
す
る
こ
と
が
良
い
関
係
に

結
び
つ
く
」
と
語
っ
た
。
関

氏
は
「
中
国
の
活
力
を
生
か

す
の
は
日
本
の
重
要
テ
ー

マ
。
逆
に
省
エ
ネ
な
ど
中
国

に
と
っ
て
弱
い
部
分
は
日
本

が
強
い
。
日
中
間
は
補
完
関

係
と
し
て
、
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ

ン
の
関
係
を
打
ち
立
て
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
」
と
提
起
し
た
。

会
場
か
ら
の
質
問
も
活
発

だ
っ
た
。「
中
国
共
産
党
に
よ

る
中
国
社
会
統
治
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
は
、
ど
こ
に
置
く
の
か
」

「
中
国
は
覇
権
国
家
を
目
指

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」。

こ
れ
ら
の
問
い
に
佐
島
教
授

は
「
中
国
が
完
全
な
統
一
を

達
成
し
、
中
国
共
産
党
が
そ

の
役
割
を
終
え
る
時
に
パ
ラ

ダ
イ
ム
は
転
換
す
る
の
で
は

な
い
か
」「
国
内
の
問
題
点
を

追
求
す
る
政
治
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
一

刻
も
早
く
民
主
化
を
進
め
、

透
明
性
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
だ
」
と
答
え
た
。

▽
小
島

明
氏
（
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
顧
問
）

▽
天
児

慧
氏
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
教
授
）

▽
関

志
雄
氏
（
香
港
生
ま
れ
。㈱
野
村
資
本
市
場
研
究
所
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
）

▽
佐
島

直
子
氏
（
本
学
経
済
学
部
教
授
）

▽
大
橋

英
夫
氏
（
本
学
経
済
学
部
教
授
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

歌
掛
け
は
そ
の
名
の
通

り
、
複
数
の
人
間
に
よ
る
歌

の
掛
け
合
い
で
、
祝
祭
日
に

い
さ
か

恋
愛
や
諍
い
な
ど
を
掛
け
合

い
で
表
現
す
る
。
中
国
の
西

南
部
の
少
数
民
族
地
域
や
日

本
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ブ
ー
タ
ン

な
ど
東
ア
ジ
ア
の
地
域
で
見

ら
れ
、
稲
作
技
術
の
伝
来
に

乗
っ
て
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ

る
。日

本
で
は
『
古
事
記
』『
万

葉
集
』
『
風
土
記
』
に
そ
の

存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
現
在
で
は
一
部
の
地

域
（
秋
田
八
幡
新
宮
の
掛
唄

や
奄
美
・
沖
縄
に
若
干
、
歌

の
掛
け
合
い
習
俗
が
確
認
）

を
残
し
て
ほ
と
ん
ど
消
滅
し

た
習
俗
の
た
め
、
学
問
的
に

は
未
解
明
な
部
分
が
多
い
。

飯
島
さ
ん
の
専
門
は
日
本

文
学
。
大
東
文
化
大
学
文
学

部
時
代
か
ら
古
典
文
学
の
ほ

か
民
俗
学
や
文
化
人
類
学
に

も
興
味
を
持
っ
た
。

大
学
院
で
は
『
古
事
記
』

を
研
究
。
現
在
は
本
学
の
大

学
院
で
西
條
勉
教
授
の
下
で

研
究
に
励
ん
で

い
る
。
歌
掛
け

の
研
究
は
「
中

国
で
の
歌
掛
け

の
習
俗
か

ら

『
古
事
記
』
に

見
ら
れ
る
歌
掛

け
を
研
究
す
る

こ
と
が
出

発

点
」
だ
っ
た
と

い
う
。

２
０
０
６
年

に
は
国
際
交
流

協
定
校
の
西
北

大
学
に
長
期
留

学
。
文
献
資
料

か
ら
の
解
釈
だ

け
で
は
あ
き
た

ら
ず
、
少
数
民

族
に
よ
る
歌
掛

け
文
化
が
残
る

雲
南
省
な
ど
で

そ
の
様
子
を
目

に
す
る
う

ち

に
、
西
北
大
学

の
あ
る
陝

西

省
、
そ
の
紫
陽
県
で
の
漢
民

族
に
よ
る
歌
掛
け
に
着
目
し

た
。紫

陽
県
で
の
調
査
は
今
回

が
２
年
ぶ
り
３
回
目
。
成
田

か
ら
西
安
、
安
康
市
を
経
由

し
紫
陽
県
ま
で
、
飛
行
機
と

列
車
を
乗
り
継
ぎ
３
日
間
も

か
か
る
。
安
康
市
か
ら
、
す

し
詰
め
の
汽
車
で
１
時
間

半
、
漢
江
の
豊
か
な
水
に
恵

ま
れ
、
緑
茶
や
マ
ン
ダ
リ
ン

の
畑
が
広
が
る
紫
陽
県
に
到

着
す
る
。

今
夏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

た
歌
い
手
は
、
７５
歳
か
ら
６２

歳
ま
で
の
３
兄
弟
と
他
地
区

か
ら
の
４５
歳
の
男
性
あ
わ
せ

て
４
人
。
同
地
で
は
方
言
が

き
つ
い
た
め
、
２
人
の
通
訳

を
介
し
た
。

葬
儀
の
際
、

歌
師
と
呼
ば
れ

る
歌
の
名
手
が

掛
け
合
う
「
悪

口
歌
」
な
ど
４

首
を
調
査
。
そ

の
結
果
を

１０

月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ア

ジ
ア
民
族
文
化
学
会
で
発

表
。
調
査
の
模
様
は
現
地
の

地
域
新
聞
（
ウ
ェ
ブ
版
）
で

紹
介
さ
れ
た
。

西
安
と
紫
陽
県
を
結
ぶ
高

速
道
路
が
２
年
後
に
完
成
す

る
な
ど
、
城
関
鎮
の
周
辺
は

じ
わ
じ
わ
と
都
市
化
の
波
が

押
し
寄
せ
て
い
る
。
歌
い
手

も
３
人
し
か
お
ら
ず
、
城
関

鎮
で
の
歌
掛
け
は
廃
れ
ゆ
く

文
化
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

飯
島
さ
ん
は
外
部
の
人
間

が
ほ
と
ん
ど
手
が
け
な
か
っ

た
同
地
域
周
辺
で
の
研
究
を

更
に
深
め
た
い
と
次
回
の
訪

問
も
計
画
し
て
い
る
。
「
こ

の
素
晴
ら
し
い
文
化
を
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
橋
渡
し

に
な
れ
た
ら
」
と
話
す
。

日
本
の
古
代
や
、
現
在
で
は
主
に
中
国
の
少
数
民
族

地
域
で
見
ら
れ
る
「
歌
掛
け
」
。
そ
の
研
究
に
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
飯
島
奨
さ
ん
は
中
国
へ

行
き
、
聞
き
取
り
調
査
を
重
ね
て
い
る
。
今
夏
は
中
国

中
央
部
の
紫
陽
県
城
関
鎮
を
訪
ね
、
４
人
の
歌
い
手
か

ら
取
材
。
ア
ジ
ア
民
族
文
化
学
会
で
発
表
し
た
。

政
策
科
学
専
修

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
岐
路
に
立
つ
中
国

日
本
は
ど
う
向
き
合
う
か
」

政治、経済、安全保障、日中関係…

大
学
院
生
の
飯
島

奨
さ
ん

い

お

き

べ

五
百
旗
頭
真

防
衛
大
学
校
長

日
米
中
の
関
係
大
切
に

現地の歌い手を取材

五百旗頭氏

▲ 西條教授（左）と

研究室で

中
国
の
伝
統
文
化

掛

け

歌

▲ パネルディスカッションで左からコーディネーターの大橋

教授と小島氏、天児教授、関氏、質問に答える佐島教授

カ
ギ
握
る「
人
治
↓
法
治
」

日
中
は
相
互
補
完
を

▲ 歌い手３兄弟（右の３人）を取材する飯島

さん（左）と通訳の女性＝８月、城関鎮で
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